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【不祥事根絶に向けた本校の決意】（行動基準） 

 

江田島市立大柿中 学校 

                                                   作成責任者 校長 脇田 啓治 

 

 

 

区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範意識の
確立 

 

〇服務研修を各担当で工夫している
が、マンネリ化している部分もあ
る。 

○記者発表資料等について、事実を
つかむことはしているが、自分事
として受け止められているか。 

〇不祥事が発生した場合に学校や地
域にどれほどの影響があり、また、
家族や周りの人に心配や迷惑をか
けるかについて実感に乏しい。 

〇服務研修の方法や内容等を見直し、
より体験的な研修を実施して研修
効果が実感できるようにする。 

〇教職員の不祥事について、その背景
や問題を考え、自分のこととして受
けとめる。 

〇不祥事の及ぼす影響について、様々
な視点から考え、実感することがで
きるようにする。 

〇全ての教職員を対象に不祥事防止アンケ
ート調査を行い、結果をもとに研修内容や
方法等を改善する。 

〇記者発表資料に対して、法令根拠や問題点
等を整理できるような欄をつくり配布し、
ミニ研修をする。 

〇不祥事の影響について、様々な視点から考
え、お互いの考えを交流し合えるような研
修を実施する。 

〇学期等に、不祥事防止
アンケート調査を行
う。 

 

 

 

 

 

 

学校組織としての不
祥事防止体制の確立 

〇ともすれば教職員個人の技量に依
存しがちである。 

〇不祥事防止委員会による情報収集
や分析、取組方針について、完全に
は共有できていない。 

〇教職員同士のコミュニケーション
をさらに促進し、組織で仕事を進め
ることができるようにする。 

〇不祥事防止委員会での協議の内容
について、教職員に報告し、課題等
の共有化を図る。 

〇学年会や各委員会等で互いの仕事の進捗
状況を確認し、特定の者に負担がかから
ないよう集団でサポートする体制をつく
る。 

〇不祥事防止委員会記録を速やかに全教職
員に配布し、情報の共有化を図る。 

〇月に１回、不祥事防止
委員会で情報交換を行
い、状況を把握する。 

〇学期ごとに不祥事防止
委員会の機能化につい
て検証する。 

相談体制の充実 〇「体罰、セクシュアル・ハラスメン
ト相談窓口」の認知度が低い。 

〇悩みの相談日に数名の生徒の相談
にとどまっている。 

〇「体罰、セクシュアル・ハラスメン
ト相談窓口」の周知を繰り返し行
い、相談しやすい体制をつくる。 

〇日常的に生徒とのコミュニケーシ
ョンを多くとり、生徒の悩みを聞く
ようにする。 

〇「体罰、セクシャル、ハラスメント相談窓
口」について各学級に掲示する。保護者へ
の通知は毎学期初めに行う。学校だよりに
掲載する。 

○月１回『トークの日』を設定し、放課後20
分を、全教職員が生徒の相談を受けること
ができる体制を充実させる。 

〇学期末懇談会において、今後も保護者から
体罰、セクハラについて聴取するアンケー
トを実施する。 

〇学期末に生徒、保護者
及び本校教職員を対象
にアンケートを実施す
る。 

〇アンケート実施後、速
やかに不祥事防止委員
会を開催し、点検する。 

 

 

 

不祥事根絶のための行動計画 

１ 私たちは、子どもたちを守り、安心で信頼される学校をつ
くるために、法令等を遵守し、決して不祥事を起こしません。 

２ 私たちは、お互いを尊重し支え合うとともに、気になる言
動に対して遠慮せず意見を言い、本校から決して不祥事を出
しません。 

 


